
焼き物データベースにおける検索手法の考察
-柴田コレクションにおける皿の形状検索 -
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焼き物のデジタル画像をもとにした焼き物 (陶器・陶磁器)のデータベースの検索手法について研

究している．特に焼き物の専門家の見地から「皿」画像の焼き物の特徴を「形状」，「色」および

「模様」の 3点から捉え，これらの特徴を自由に組み合せて検索できる手法の開発を目的にしてい

る．本論文では，(1)画像から，皿の形状を切り出し，(2)切り出した皿の形状特徴を得ることを画

像処理や統計処理による手法により検討した．そして，佐賀県立九州陶磁文化館の協力を得て，

同館所蔵の柴田コレクション中，有田磁器皿の画像にこれらの手法を適応し，その有効性につい

て予備的な調査をした．
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This paper explores a new search method for "digital pictures on ceramic dishes". The method is based

on the use of queries over "shape", "color", and "pattern" derived from digital images of ceramics. The

proposed method may facilitate an efficient search for the target image. The images of dishes named

"Shibata-collection" owned by "The Kyusyu Ceramic Museum, Saga Prefecture" are examined by this

method.

1 はじめに

焼き物（陶磁・陶磁器）の収蔵品，商品に関

する情報のデジタル化が進んでいる．これらの

データの検索には，焼き物の形状や用途，年代

などのキーワードを使うのが一般的である．ま

た，近年では画像検索ソフトが普及し，新たな

検索手法の一つとして応用されている [1, 2, 3]．

しかしながら，従来の画像検索ソフトは，色や

画面構成によって，背景を含めた画像全体の雰

囲気を検索できるが，焼き物だけに注目して検

索することが難しい．画像の中から，焼き物だ

けを切り出し，焼き物の専門家が望む特徴を抽

出できる画像検索システムが必要である．これ

まで我々は，画像から壷，鉢，皿などの焼き物

の形状比を得て，これを形状分類の検索キーに

する研究をしてきた [4]．本論文では，焼き物

の中でも特に「皿」の画像を研究対象とし，

1. 皿の形状を切り出す方法

2. 皿の形状特徴を得る方法

について，画像処理や統計処理の手法を使って

検討した．

また，佐賀県立九州陶磁文化館の協力を得て，

同館に柴田コレクションとして収蔵されている

「有田磁器皿」の画像に適用し，その結果につ

いて考察する．
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図 1: 焼き物の類似画像検索システム

2 類似画像検索システム

図 1に示すように，目的とする類似画像検索

システムは，原画像を指定すると，類似する画

像を検出できるシステムを想定している．検索

者によって検索に求める類似性の種類が異なる．

そこで「皿」の類似画像検索は，類似性の種

類に基づいて，図 2(a)，(b)および (c)のような

機能が必要である．

(a)画像から皿全体を切り出す機能

背景画面から，皿だけを切り出す機能

(b)特定の情報が得られる範囲を選択する機能

切り出した「皿」から，必要に応じて皿の内側

部分を切り出す機能．画像の中から「皿全体」，

「皿の部分」を抽出する．

(c)選択範囲の中から情報の皿の情報の 3要素，

すなわち，「形状」，「色」，および「模様」を得

る機能

焼き物の専門家の見地から，皿を特徴付ける

要素を考えると，「形状」，「色」および「模様」

の３要素が重要である．

ここでの「模様」とは，意味合いをもつ絵柄

や繰り返しのパターンなどのことである．各要

素別に，特徴を抽出する機能が必要である．さ

らに，例えば「同じ模様をもつ，異なる形状の

皿を探す」，「異なる色の同じ形状の皿を探す」

など，これらの (a)～(c)で得た情報を自由に組

み合わせて検索できることが必要である．

3 柴田コレクションにおける
「皿」の特徴

柴田コレクションは，柴田明彦・祐子夫妻に

より佐賀県立九州陶磁文化館に寄贈された江戸

時代（17・18世紀）に作られた有田磁器（古伊

万里）を中心としたコレクションである．同時

代の代表的な作品と様式変遷を知ることができ

るコレクションとして名高く，陶磁史を研究す

る上で優れた資料である．また，磁器に描かれ

ている模様について研究が進められている [5]．

本研究では，同コレクションを収録した図録

[6]中，1画像につき皿 1枚が，「見込み」に描か

れた絵柄が真正面になるように撮影された 386

枚のカラー写真をスキャナーで取り込み，さら

に，皿の外周に合わせて画像サイズが最小にな

るように切り出したものをデジタル画像として

扱った．また，画像中の皿は，その絵柄などに

よって上下左右が定まっているものとした．な

お，図録の中で，長皿，角皿，六角皿など皿の

形状を表すキーワードが添付されている．この

ようなキーワードから形状を推測できるものも
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図 2: 「皿」画像の類似画像検索システムに必要な情報とその分類

あるが，草木や生物などを模した特殊なデザイ

ン形状の皿の大半は，一括して「変形皿」と称

されることが多く，キーワードからその形状の

詳細を知ることが困難である．図 3に変形皿の

例を挙げる．

4 画像からの「皿」形状切り出
しと特徴抽出の検討

ここでは，画像の背景から「皿」の形状を切

り出し，皿の中心と外周との関係から形状の特

徴を抽出する方法を検討した．これらの作業を

するために， 1. 画像処理による方法と 2. 統計

処理による方法の２つを検討した（図 4)．

4.1 画像処理による方法の検討

画像の領域分割では，皿の陰影や背景色の影

響が大きく，皿の形状を得ることが困難である．

そこで，Sobelのオペレータによってエッジを

抽出し [7]，その画像座標を極座標に変換した．

極座標から，皿の外縁のエッジを抽出し，この

エッジを示す線の特徴から皿全体の形状特徴を

得ることを検討した．

4.1.1 処理概要

一連の作業の流れを図 5に示す．

1. 画像の中心点を皿の中心点 Cとして決定

する．

皿の外縁に合わせて画像サイズが最小に

なるようにしているため，画像の中心点

と皿の中心点はほぼ等しくなる．

2. 明度画像を作成し，Sobelオペレータより

皿の外縁のエッジを得る.

中心から画像周辺までエッジの度合いが

大きいところの分布を 360度分調べる．

3. 2.で得られたエッジ抽出画像を極座標変

換し，皿のエッジ (図 5中，細線)とその
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図 3: 変形皿の例（図録 [6]）より）

図 4: 皿の形状の切り出しと形状特徴の抽出

特徴を得る．

4.1.2 実験結果と考察

(1) 実験結果

5つの形状の皿についてエッジ抽出し，極座

標変換した結果を表 1の「画像処理による方法」

の欄に示す．表 1の極座標中，皿のエッジに点

線を書き加えている．

(2) 考察

皿の背景の色合いがほぼ一様である画像では，

皿外縁のエッジ情報が比較的容易に得られる．

しかし，一部の画像（表 1の 1. 染付楼閣山水

文皿および 5.染付鷺文変形皿）では，陰影の形

跡がエッジ近傍に現れる．

極座標変換することにより，画像座標より直

観的に皿形状の特徴の情報を得ることができる．

例えば，皿の外縁のエッジは，真円に近い場合

には直線状に，角形の場合は，規則正しい波形

を描くように現れる．極座標変換したエッジの

パターンから直線を抽出するなど，皿の形状特

徴を自動的に抽出する方法の検討が必要である．

図 5: 画像処理によるエッジ抽出および形状特徴抽出
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表 1: 画像処理および統計処理による結果

4.2 統計処理による方法の検討

4.2.1 処理概要

図 6に統計処理による手法の一連の作業を示

す．まず，画像中の皿の外縁をマウスでトレー

スし，皿の形状の概略を得る．次に，外縁上の

軌跡の座標が，x，y軸の各最大値，最小値をも

つ 4点，P1，P2，P3，P4を求め，それらを頂点

とする四角形の重心を，皿の中心 C (x0, y0)と

する（図 7）．皿の中心Cから，皿の外縁上の

点 Pi (xi, yi)までの距離 diの標準偏差 sd を次式

により求める．標準偏差 sd によって，類似形状

を得る．
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4.2.2 実験結果と考察

(1) 実験結果

表 1と同じ 5つの形状の皿についてトレース

し，標準偏差を求めた結果を表 1の統計処理に

よる方法の欄に示す．また，図 8に縦軸に標準

偏差，横軸に 386画像の標準偏差を昇順に並べ
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図 6: 統計処理による形状特徴抽出
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図 7: 標準偏差の求め方

図 8: 標準偏差と皿形状の関係

たものを示す．

(2) 考察

皿の形が真円に近いと標準偏差は１に近くな

る．また，皿の対称性がなくなると，標準偏差

は大きくなる．対称性があっても，中心から外

縁までの距離が大きく変化すると，標準偏差が

大きくなり，真円に近いものとそうでないもの

とを区別することができる．この手法は，多数

の画像の中から，標準偏差が近いものを類似形

状をもつ対象として予備的に絞り込む際の一助

になり得る．しかし，輪花など縁に飾りの切り

込みが存在する皿は円形と見なされ，標準偏差

による違いが出にくい．手動による外縁の切り

出しでは，検索者によって同じ画像から異なる

値の標準偏差が得られる可能性がある．

5 おわりに

画像から「皿」だけを切り出し，その形状特

徴を得るため，皿の中心と外周との関係を画像

処理，統計処理の 2手法から検討した．画像処

理では，極座標に変換した座標の様子から直観

的に外縁を見当付けることができる．また，統

計処理では皿中心から外縁までの距離の標準偏

差が類似形状を分類するキーになり得る．

今後，これらの 2手法の長所を組み合わせ，皿

形状のエッジや形状の特徴を自動的に求めるこ

とが課題である．あらかじめ皿形状として予測

される多くの定型パターンを事前に登録し，画
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像座標と照合するよりも，より簡単に類似性を

見出すことができるものと期待される．さらに，

注目する標準偏差の幅を変えることで，検索者

のニーズに従って類似性を強く求めたり，弱く

求めたりすることが可能になると思われる．極

座標に現れる皿の外縁より内側の状態を分析す

ることにより，模様の配置などの情報抽出にも

役立てたい．
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